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 調査時期は平成 27 年 9 月から 10 月である。伊勢崎市教育委員会の協力のもと、市内の
全小中学校の教員に質問紙を配布した。 
 
４ 調査結果の分析と考察 －教員が感じる困難と嬉しさ－ 
4-1 回答者数 
質問紙配布数 929 に対し、回答があったのは 836（89.98％）である。回答者の外国人児
童生徒を教えた経験は表 1 のとおりである。 
表 1 外国人児童生徒を教えた経験 
 小学校 中学校 全体 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
教えた経験がない 47 9 17 5 64 8 
教えた経験がある 485 91 287 95 772 92 
（うち個別指導の経験がある） （117） （22） （90） （30） （207） （25） 
計  532  304  836  
 










 図 1 と 2 は、小中学校の学級担任・教科担当として、教員がどのような場面で困難を感
じたかに関するグラフ（9）である（回答者数は小学校 445 人、中学校 256 人）。調査前は①
の学習指導や②の生活面での対応に困難を感じるだろうと予測されたが、調査結果では、
小学校、中学校に共通して①の学習指導以上に多かったのが③の保護者対応であった。 
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 図 3 と 4 は、取り出し指導、もしくは入り込み指導で個別に日本語指導をした際に教員
が困難を感じた場面のグラフである（回答者数は小学校 100 人、中学校 86 人）。小中学校
ともに①の学習指導に集中している。 
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 図 5 と 6 は、学級担任・教科担任として外国人児童生徒に関わる中で感じた嬉しさにつ
いてのグラフである（回答者数は小学校 422 人、中学校 247 人）。嬉しさについての記述回
答には、①の学習指導、②の生活面、④の友人関係等の例が多く挙げられている。 
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 ここでは、①の学習指導、②の生活面、④の友人関係について小学校と中学校で挙げられ
た具体例を表 5～7 に示す。 





































































図 7 と 8 は日本語の個別指導の際に感じた嬉しさのグラフ（回答者数は小学校 101 人、
中学校 71 人）である。個別指導で感じる困難と同様、①の学習指導に関する記述が非常に
多く見られるため、その具体例を表 8 に示す。 
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Abstract 
A Study on the Difficulty and Significance Teachers Feel in Teaching 
Foreign Students in Japanese Schools 
 
Atsuko FURUKAWA 
This paper reports the results of a questionnaire survey on the education of 
foreign students conducted for Japanese elementary and junior high school teachers. 
In the survey, the teachers were asked about the difficulties, significance, or 
pleasure they felt in educating foreign students. Many case examples were collected 
through the survey about learning support, school life support, teachers’ communication 
with the parents, friendships among the students and so on. 
This paper presents examples from classroom teachers and from teachers in 
charge of tutorial classes for teaching Japanese as a second language. It also considers 
the teachers’ educational issues and their significance to the foreign students. 
The goal of this research is to develop teaching materials for the case method to 
improve the teaching skills of teachers educating foreign students. The case examples 
and results obtained from this survey will be used as fundamental materials in 
developing teaching materials. 
 
 
